
専門分野

臨地実習

開講時期 ３年　前期 担当教員
担当教員の
実務経験

有 ・ 無

チェック欄

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第１０回

第１１回

第１２回

第１３回

第１４回

第１５回

臨地実習前技能修得到達実習⑭

臨地実習前技能修得到達実習⑮

臨地実習前技能修得到達実習⑨

臨地実習前技能修得到達実習⑩

臨地実習技能修得
到達度評価

単位数

臨地実習前技能修得到達実習⑬

臨地実習前技能修得到達実習②

臨地実習前技能修得到達実習③

臨地実習前技能修得到達実習④

臨地実習前技能修得到達実習⑤

授業計画

加藤　晶子

臨地実習前技能修得到達実習⑥

臨地実習前技能修得到達実習⑦

臨地実習前技能修得到達実習⑧

区分６２ 授業科目名

臨地実習前技能修得到達実習⑪

臨地実習前技能修得到達実習⑫

1単位
（３０時間）

臨地実習前技能修得到達実習①

◆実務経験の内容
（株）SRL細胞病理研究所にて病理全般を担当。クインタイルズジャパン株式会社にて、治験業務に携わる。西日本予防医学協
会で健康診断業務担当。大分大学医学部にて診断病理部に在籍、主に免疫染色担当。　大分岡病院にて輸血・一般・生理機
能全般を担当。諫早療育センターにて、血液・一般・脳波・心電図など検査全般を担う。

◆授業の目的・目標
臨地実習前技能修得到達度評価に基づき、実習生として必要な知識・技術レベルの向上を目的とする。

◆授業の概要・授業方針

臨地実習ハンドブックに基づき、OSCE実施による各項目の技術の向上をめざし、最終的なテストによる技術確認を行う。

◆テキスト・参考資料等 ◆成績評価の方法

臨床検査技師　臨地実習ハンドブック 各担当教員による技術到達確認を実施する。


